
当 所 の 活 動

講 演

第10回セルロース会議 (The loth Cellulose

Conference)

(昭和63年5月,シラキューウス,アメリカ)

Y.SHUTO,K.OKAMURA,I.AzUMA,F.TANAKA

and H.CHANZY:A Combined Electron

andX-rayDiffractionStudy ofCellulose

TriproplOnate

昭和63年度繊維学会 =セルロースに関するシンポジ

ウム"

(昭和63年6月13日～18日,東京)

首藤勇一郎,東 順一,岡村圭造,田中文男,杉山

淳司 :セルローストリプロピオネートの分子構

造と結晶構造

第34回高分子研究発表会 (神戸)

(昭和63年 7月8日,神戸)

首藤勇一郎,村山雅彦,東 順一,岡村圭造,田中

文男,則元 京 :脂肪酸セルロースエステル同

族体のコンホメーション

第3回キチン･キ トサンシンポジウム

(昭和63年 7月23日～24日,東京)

小川宏蔵,田中文男,岡村圭造 :キトサンとポ リ

〔α-1,4-I)-ガラクトサミン〕の立体配座の相違

日本木材加工技術協会関西支部木材乾燥の基礎セミ

ナー

(昭和63年8月30日,大阪)

則元 素 :木材乾燥の基礎

第14回国際炭水化物シンポジウム (Thef■ourteen-

thInternationalCarbohydrateSymposium)

(昭和63年8月14日～19日,

ストックホルム,スウェ-デン)

T.KosHIJIMA:Estimation ofbinding sitesof

sugar-1igninmoietiesinlignln-Carbohydra-

tecomplex(Ⅰ.CC)polymer

大阪市立自然史博物館第15回特別展 ｢木材 のふ し

ぎ｣講演会

(昭和63年8月21日,大阪)

(1988年8月～1989年 7月)

伊東隆夫 :古材にみる木の性質と利用一遺跡出土木

材を調べて-

第4回キチン･キ トサン国際会議

(昭和63年8月22日～24日,

トリンド-イム,ノルウェー)

K.OGAWA,F.TANAKAandK.OKAMURAl.Con-

formationalDiWerencebutween Chitosan

andPoly-(1-4)-α-D-galactosamine

燃焼制御機構研究会

(昭和63年9月24日,東京)

石原茂久 :木質材料の難燃化. 1-2の試み

二次資源のバイオテクノロジーに関する国際会議

(InternationalMeeting ttBiotechnology of

SecondaryResollrSeS")

(63年10月9日～18日,

アルメニア,ソビエト連邦共和国)

T.KosHIJTMA:Microwavetreatmentand ex-

ploosivedisruptlOntOaccelerateenzymatic

hydrolysISOrWOOdchips

日本木材学会第18回木材の化学加工研究会

(昭和63年10月6,7日,富山)

今村祐嗣 :二重拡散法による無機複合化木材の製造

と諸性能

日本しろあり対策協会 :昭和63年度しろあり防除施

工士登録更新研修会

(昭和63年10月12日,名古屋)

高橋旨象 :木造住宅の蟻害及び腐朽材劣化診断 ･判

定と補修方法

中小企業庁,東京通産局,静岡県 :技術開発研究費

補助事業研究成果普及講習会

(昭和63年10月13日,静岡)

則元 京 :マイクロ波加熱を用いた木材の軟化処理

とその応用

日米シンポジウムー木材と木造建築

(昭和63年10月22日,東京)

佐々木光 :住宅用木質新素材の開発 と関連技術

(DevelopmentofNew-TypeWood Com-

posites for Housing and the Related
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Technology)

第33回リグニン討論会

(昭和63年11月8日～9日,筑波)

渡辺隆司,吉村直子,越島哲夫 :凍結粉砕を利用し

た木材酵素糖化とリグニンの抽出について

棚橋光彦,MyrthaKARINA,樋口隆昌 :爆砕処理

によるリグニンの分解機構解明 (Ⅳ)シナピー

ルアルコール DHPの合成 と高圧水蒸気処理

梅滞俊明,樋口隆昌 :遊離のフェノール性水酸基を

持つ DHPの リグニンペルオキシダーゼに よ

る分解

昭和63年度京都大学公開講座 ｢木の文化と科学｣

(昭和63年11月12,19日,京都)

伊東隆夫 :古代の人々と木のかかわ り

佐藤 慢 :京の伝統と木材抽出物

野村隆哉 :生活の中での木の使い方

日本木材学会生物劣化研究会

(昭和63年11月12日,大阪)

今村祐嗣 :木材の複合化処理と生物劣化抵抗性

第3回国際セルコン会議 (The Third lnterna-

tional CelluconConference,CELLUCON 88

JAPAN,AnInternationalSymposium onNew

FunctionalisationDevelopmentsinCellulosics

andWood)

(昭和63年11月28日～12月 1日,京都)

M.TANAHASHI,M.KARINA and T.HIGUCHI:

Degradation Mechanism or Lignln by

Steam ExplosionII.HighPressureSteam

TreatmentorLigninModelDimersand

DHPs

E.MAEKAWA: Consideration or Nitrogen-

containing Derivatives Obtained from

DialdehydeCelluloses

Y.SHUTO,K.OKAMURA,J.AzUMA,F.TANAKA

andH.CHANZY:X-rayandElectronDif-

rractionStudyorSomeCelluloseDeviva-

tlVeS.

兵庫県立丹波年輪の里,林業試験所,姫路農林水産

事務所 :研修会

(昭和63年12月10日,姫路)

則元 京 :木材の新しい加工技術

日本木材加工技術協会関西支部 :木材の基礎科学セ

ミナー

(平成元年 1月20日,徳島)

高橋旨象 :木材を長持ちさせるには

則元 京 :木材の物理的性質と乾燥

佐々木光 :木質材料の製造と二次加工

ベルジン普及会 :昭和63年度研修会

(平成元年 1月26日,玉名)

高橋旨象 :シロアリのフェロモンと褐色腐朽菌

日本木材加工技術協会 :木材接着講習会

(平成元年 1月27日,大阪)

佐々木光 :建築用パネル及び建築接着

川井秀一 :接着用機械器具

伊東隆夫 :木材の構造

高知県地場産業振興セミナー

(平成元年 1月30日,高知)

今村祐嗣 :木材利用拡大-の提言

エネルギー重点領域研究 B領域 ｢多様なエネルギ

ー資源の利用｣昭和63年度合同研究成果発表会

(平成元年 1月31日～2月 1日)

越島哲夫,真柄謙吾 :マイクロ波照射によるリグノ

セルロース前処理

日本しろあり対策協会 :しろあり防除施工士受験資

格第 1次指定講習会

(平成元年 2月2日,大阪,同2月9日,福岡)

高橋旨象 :腐朽に関する知識

第10回木造建築研究フォーラム

(平成元年 2月4日,名古屋)

佐々木光 :基調講演一新しい木質材料の開発

第 5回2×4ランバー格付大会講演

(平成元年3月3日,大阪)

今村祐嗣 :木材処理の紳胞構造からの視点

石川県農林水産部 :木材研修会

(平成元年 3月9-10日,石川)

則元 京 :住いと健康

マレイシア農科大学林学部 公開講演

(平成元年3月16日,マレイシア農科大学)

佐藤 憧 :熱帯材の木材化学

第39回日本木材学会大会

(平成 1年4月2日～4月4日,沖縄)

馬場啓一 ･角谷和男 ･小川雅広 :形成層帯特異的タ
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ンバク質

伴野規博 ･砂川 匡 ･浅田隆之 ･福西伸一 ･馬場啓

一 ･角谷和男 ･小川雅広 ‥ポプラカルス教化過

程における特異的蛋白質の2次元電気泳動法に

よる同定

福西伸一 ｡浅田隆之 ･馬場啓一 ･角谷和男 ･砂川

匡 ･小川雅広 :ポプラカルス分化過程における

特異的タンパク質の免疫化学的解析

浅田隆之 ･福西伸一 ･馬場啓一 ･角谷和男 ･砂川

匡 ･小川雅広 :ポプラカルス分化過程における

特異的蛋白質の放射生化学的手法を用いた動的

解析

砂川 匡 ･浅田隆之 ･馬場啓一 ･福西伸一 ･角谷和

男 ･小川雅広 :ポプラカルス分化特異的タンパ

ク質の精製と分化過程における変化の解析

黒田宏之 :エソジュレクチン遺伝子の C-DNA ライ

ブラリ構築

伊東隆夫 :モウソウチクの細胞生長における微小管

の配向

藤田 晃 ･伊東隆夫 :ポプラ培養細胞の形状と微小

管の配向

其柄謙吾 ･越島哲夫 :細孔増加からみたマイクロ波

前処理の優位性

渡辺隆司 ･大西二郎 ･越島哲夫 :リグニン糖結合体

中のリグニンーグルクロン酸残基間エステル結

合の新規証明法

前川英一 ･今村祐嗣 ･越島哲夫 :前処理木粉及びセ

ルp-ス試料の酵素糖化残液の形態観察

吉岡 伸 ･渡辺隆司 ･越島哲夫 :Aserigillusniger

由来の 針 グルコシダーゼについて

藤島 静,夜久富美子,越島哲夫 :木材糖化におけ

る酵素の回収再利用 (Ⅳ)- ミセルロース分解

酵素の挙動

島田幹夫 ･中川麻理子 ･樋口隆昌 :リグニン分解-

のバイオミメティックアプ ローチ :マ ンガ ン

(Ⅳ)活性種を用いる新規 リグニナ-ゼモデル

触媒系の開発

中川麻理子 ･島田幹夫 ･服部武文 ･樋口隆昌 :新規

バイオミメティックマンガン触媒系を用いる

p-0-4 リグニン二量体モデル基質

島田幹夫 ･樋口隆昌 :バイオミメティックマンガン

触媒系を応用した新しい無塩素パルプ標白に関

する研究O,Cふ-Cβの開裂反応

横田信三 ･梅津俊明 ･樋口隆昌 :リグニンペルオキ

シダーゼによるフェノール性 β10-4型 リグニ

ンサブストラクチャーモデル二量体の分解

服部武文 ･島田幹夫 ･樋口隆昌 :フェノール性及び

非フェノール性 リグニンビフェニール型モデル

化合物のリグニンペルオキシダーゼによる酸化

分解

河合真吾 ･庄司真一 ･鍋田憲助 ･奥山 寛 ･樋口隆

昌 :カワラタケリグニンペルオキシダーゼによ

る非フェノール性 p-014型 リグニンモデル化

合物の分解

JosephGRIL:OntheViscoelasticAnisotropy

oftheWoodCellWall

JosephGRIL:Hygro-MechanicalThresholdand

MemoryEffectinWood

西野書彦 ･山田 正 :木材の力学的性質における樹

種間変動

則元 京 ･JosephGRIL･R･M･RowELL:化学修

飾木材の粘弾性

題 広傑 ･則元 京 ･師岡淳郎 ･山田 正 :木材に

吸着した水の誘電挙動 (ⅠⅠ)

森岡茂勝 ･野村隆哉 ･山田 正 ･林 昭≡ :スギ枝

条部におけるあての発現機構に関する研究-令

枝条部でのあて分布一

野村隆哉 ･師岡淳郎 ･山田 正 :DMSO-パラホ

ルムアルデヒドに よる非晶化木材の物性 (Ⅰ)

…結晶構造変化について-

野村隆哉 ･山田 正 ･中野隆人 :エステル化木材の

微細構造変化について (Ⅰ)

飯田生穂 ･浦上弘幸 ･野村隆哉 ･森岡茂勝 :樹種に

よる染色性の相違について

井上雅文 ･則元 京 ･山田 正 :木材の表面加工

(Ⅱ)表面圧密層の固定に及ぼす圧締温度の影

師岡淳郎 ･則元 京 ･山田 正 :均一過ヨウ素酸酸

化によって得られるセルロース誘導体の物性

(Ⅲ)

野村隆哉 ･飯田生穂 :生立体染色法による未利用樹

の有効利用一大径木の染色について…

野村隆哉 ･森岡茂勝 ･飯田生穂 :生立木染色法によ
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る未利用樹の有効利用一木材加工技術教育およ

び美術教菌教材への応用一

野村隆哉 ･森岡茂勝 ･飯田生穂 :生立体染色法によ

る未利用樹の有効利用一湿度調節機能を持つ面

材としての応用一

佐々木光 ･パンパン･スビヤント･浮田 豊 ･川井

秀一 :スチーム噴射式連続 プレスの開発研究

(Ⅰ)プレスの設計とマット内の温度変化

畑 俊充 ･BambangSUDIYANTO･川井秀一 ･佐々

木光 :スチーム噴射式連続 プレスの開発研究

(II)コンピューターシミュレーションに よる

噴射条件の検討

BambangSUDIYANTO･川井秀一 ･佐々木光 :スチ

ーム噴射式連続 プレスの開発研究 (Ⅲ)厚物

低比重パーティクルボードの材質

吉田弥寿郎 ･オーランド･プリド一･川井秀一 ･佐

々木光 :下部電極システムによる配向性ボード

の製造一配向度を高めるための技術改良一

瀧野虞二郎 ･オーランド･プリド一･川井秀一 :醍

向性低比重パーティクルボードの水分非定常に

おけるクリープ性能

楊 搾 ･佐々木光 ･秦 正徳 :木質パーティクル

マットの曲面成型 (Ⅰ)グズミ要素法によるコ

ンピューターシミュレーション

王 潜 ･川井秀一 ･佐々木光 ･RazaliABDUL-

KADER:サバ産植林木 LVL の性質と複合は

りフランジとして利用 (Ⅰ)

川井秀一 ･吉田弥寿郎 ･石原茂久 ･井出 勇 ･高松

淳久 :炭 素材料積層パーティクルボード,Ⅴ
グラファイ ト系フェイス材料の混合比が複合ボ

ードの各種性能に及ぼす影響

石原茂久 ･吉田弥寿郎 ･川井秀一 ･高松淳久 ･井出

勇 ･吉田 綴 :炭素材料積層パーティクルボー

ド.Ⅵ 積層材に用いるグラファイ トの耐火性

能

吉田弥寿郎 ･川井秀一 ･石原茂久 ･高松淳久 ･青田

緩 :炭素材料積層パーティクルボード,Ⅶ 壁

体の遮音及び耐火性能

浮田 豊 ･川井秀一 ･佐々木光 :竹を原料とする木

質ボードの開発 (Ⅰ)竹材積層ボードの破壊条

件

石原茂久 :長期屋外暴露された難燃処理合板設耐火

性能と物性の経緯

所 雅彦 ･高橋旨象 ･山岡亮平 :イ-シロアリ道し

るべフェロモンの化学構造決定と生合成系

所 雅彦 ･今村祐嗣 ･高橋旨象 ･西本哲也 :シPア

リに対する木材のアセチル化処理 の効果 (2)

性能発現機構の考察

今村祐嗣 ･高橋旨象 ･佐藤隆史 :フェノール樹脂処

理木材の生物劣化抵抗性一処理の程度と性能の

発現一

角田邦夫 ･高橋旨象 :無機質複合化による新機能性

木材の開発 (4)一生物劣化抵抗性一

角田邦夫 ･今村祐嗣 ･角田邦夫 ･足立昭夫 ･西本孝

一 :野外試験による木材保存剤の効力評価.

李 東拾 ･角田邦夫 ･高橋旨象 :木材腐朽菌による

有機ヨウ素系木材保存剤の分解

藤井義久 ･野口昌巳 ･今村祐嗣 ･所 雅彦 :AEに

よるシロアリ食害材検出の試み一木材食害時の

AE発生挙動-

23rdlntermationalParticleboard/Composite

MaterialsSymposiu.m

(平成元年 4月4日～ 6日,ブルマン,米国)

S.KAWAIand H.SASAKI:TheChallengeof

LoweringtheDensltyOrParticleboard

日本植物生理学会1989年度年会

(平成元年4月5日～ 7日,名博屋)

馬場啓一,小川雅広,角谷和男 :樹幹形壊層帯に存

在する組織特異的タンパク質

浅田隆之,福西伸一,砂川 匡,小川雅広,角谷和

男 :ポプラ培養細胞の再分化に関わる特異的蛋

白質

日本木材学会総会 ･シンポジウム

(平成元年 5月13日,東京)

石原茂久 :木造住宅及びその部材の防 ･耐火 (日本

木材学会研究分科会第二研究部会報告)

第4回紙パルプ工業におけるバイオ テ クノロジー

国際会議 (Fourth lnternational Conference

Biotechnology in the Pulp and Paper

Industry)

(平成元年 5月16日～19日, ノースカロライナ)

T.UMEZAWA and T.HIGUCHI:Degradation
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Mechanism ofLignin PolymerbyWhite-

RotFungi.

S.KAWAI,T.HIGtJCm,K.NABETA and H.

OKUYAMA: Degradation Mechanisms or

Phenolicβ-0-4LigninSubstructureModel

CompoundsbyLaccaseofCoriolusuersicolor･

第44回京都大学木材研究所公開講演

(平成元年5月19日,大阪)

山田 正 :発育発達と木質環童

林 昭三 :藤ノ木古墳 ･正倉院 ･桂離宮…古い木材

と樹種の識別-

角田邦夫 :木材保存技術と材料開発

木材,一年生植物の近代的分析法と漂白剤の流出

に関するプ レシンポ ジウム (Presymposium

Workshop t'ModernMethodsofAnalysisof

Wood,annaualPlantsandBleachEffluents"

(平成元年5月19日～20日,

サウスカロライナ,アメリカ)

T.KosHrJIMA and T.WATANABE:Analytical

diWerences of wood-LCCs prepared at

differentmi llingtemperatures

第16回日本防菌防徹学会年次大会

(平成元年5月22,23日,大阪)

今村祐嗣,野橋健三 :WPC (木材-プラスチック

複合体)の生物劣化と抵抗性向上の試み

第15回木材とパルプ化学に関する国際会議 (The

Fifth InternationalSymposium on Wood

andPulpingChemistry)

(平成元年5月22日～25日,

ラーレイ,アメリカ)

T,KosHIJIMA,T.WATANABE and J.ONISHI:

Formationoflignin-Carbohydratecomplex

polymer and connection polntS among

sugarchainsandligninmacromolecules

第20回木材保存1=関する国際研究グループ年次大会

(平成元年5月22日～26日,

ラッベーンランク,フィンランド)

M.TAKAHASHI,Y.IMAMURAandM.TANAHASHI:

EffectofAcetylationonDecayResistance

ofWood againstBrown-Rot,White-Rot

andSort-RotFungl

第14回工業技術研究大会

(平成元年6月6日,刈谷)

佐々木光 :木材資源の特性と木質系材料開発の展望

日本木材加工技術協会中部支部総会 ･講演会

(平成元年6月9日,名古屋)

石原茂久 :木造建築物及びその部材の防 ･耐火と材

料開発

日本木材加工技術協会関西支部総会 ･講演会

(平成元年6月16日,大阪)

越島哲夫 :木を科学する

日本木材加工技術協会中国支部 :地場産業における

木材機能化新技術講演会

(平成元年6月20日,松江)

佐々木光 :木質新素材開発における現状と将来

材料学科第70回材料セミナー :木質材料と紙-その

資源 ･原料特性と材料性能の未来性

(平成元年6月21日,大阪)

佐々木光 :木質資源の特性と木質材料

住宅気候談話会

(平成元年 6月24日,京都)

則元 京 :木材内装住宅における湿度調節

平成元年繊維学会年次大会研究発表会

(平成元年6月27日～29日,東京)

児嶋佳世子 ･石原茂久 :等速電気泳動法に よる

CCA 系防腐剤の分析

エネルギー重点領域研究 第 2回講演会

(平成元年 7月12日,東京)

越島哲夫 :マイクロ波を用いるリグノセルロースの

酵素糖化とアルコール生産

第11回植物組織培養学会大会

(平成元年 7月18日～20日,岡山)

坂本ますみ,浅田隆之,馬場啓一,角谷和男,葛西

善三郎 :針葉樹箇条先端部の培養過程における

器官分化の組織学的研究
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人事往来 その他

田中文男 :｢木材多糖 の コンホメーション解析に関

する研究調査｣ (昭和62年 9月 1日～昭和63年

12月31日)アメリカ

Dr.BogdanC.SIMIONESCU (ルーマニア ･ジャ

スィ-工科大学高分子化学科講師)(昭和63年

8月3-22日)見学および リグニン化学につい

て討議 ･セミナーを行うため来所

Prof.RobertA.BLANCHETTE(アメ1)カ･ミネソ

タ大学教授)(昭和63年8月23日) リグニンの

微生物分野について討議のため来所

Dr.TerryL HIGHLEY(アメリカ林産物研究所)

(昭和63年8月23日) リグニンの微生物分野 お

よび爆砕について討議のため来所

Dr.FrederickGREENIII(米国農業省林産試験

場)(昭和63年8月23日) リグニンの微生物分

野および爆砕について討議のため来所

今村祐嗣 :高耐久性木材開発部門助教授に昇任 (昭

和63年 9月1日)

Mr.K.DaljeetSINGH (マレーシア林業試験場林

産部上級研究官)(昭和63年 9月 1日)見学およ

び高耐久性木材の研究,爆砕について討議のた

め来所

Dr.AbdulRazakB.MoHDALI(マレイシア林

業試験場化学部部長)(昭和63年9月22日)化

学系部門を中心に見学のため来所

山田 正 :｢木材物理学に関する研究調査｣(昭和63

年10月5日～25日)中華人民共和国

越島哲夫 :｢二次資源利用のバイオテクノロジー国

際会議出席及び研究調査｣(昭和63年 10月8日

～19日) ソビェ ト連邦共和国

張 斉 生氏 (中国南京林業大学科学研究所所長)(昭

和63年10月4日～12月25日)｢竹材の接着 と性

能加工に関する研究｣のため来所

Prof.AndersGRONLUND,Dr.AkeLTJEBLAD(ス

ウェーデン･ルレオ大学木材工学科教授)(昭

和63年10月18日)見学および木材物理 ･木質材

料 ･リグニン化学 ･高耐久性木材開発の分野の

研究について討議のため来所

JusohMohdZIN(マレーシア農科大学助教授)(昭

和63年11月 1日～30日)｢マレーシア産 クルイ

ン及びオイルパームの材質解明に関す る研究｣

のため来所

今村祐嗣 ･師岡淳郎 :｢木材及び林地残廃材 の材 質

解明と有効利用｣(昭和63年 12月2日～ 16日)

インドネシア

Dr.J.A.KININMONTH(ニュージーランド国立林業

研究所)(昭和63年11月22日)研究調査 お よび

研究設備の見学のため来所

Prof.AntonBLAZEJ(チェコスロバキア ･スロバ

ック工科大学)(昭和63年 12月2日)見学およ

び リグニンの基礎 ･応用研究について討議のた

め来所

Pror.WolrgangGLASSER(アメリカ･バージニア

工業試験場 ･州立大学林産学科)(昭和63年 12

月2日)見学および リグニンの基礎 ･応用研究

について討議のため来所

Pror.良.H.ATALLA(アメリカ･紙 ･パルプ化学研

究所)(昭和63年12月2日)見学 お よび リグニ

ンの基礎 ･応用研究について討 議のた め来所

Dr.AnneleHATAKKA(フィンランド･-ルシソキ

大学微生物学科)(昭和63年 12月2日)見学 お

よび リグニンの基礎 ･応用研究について討議の

ため来所

Dr.KristiinaPoppIUS(フィンランド･紙 ･パル

プ研究所)(昭和63年12月2日)見学および リグ

ニンの基礎 ･応用研究について討議のため来所

国際協力事業団中国黒竜江省木材総合利用研究プロ

ジェクトによる研修員 (昭和63年12月 6日)施

設見学のため来所

Dr.WiwikSringatinSUBOWO(LIPI応用物理

研究開発センター研究員) (昭和63年 1月9日

～2月 7日)｢CMC-Na塩の置換度及び置換

基分布の決定における NMR 法の適用につい

ての研究｣のため来所

Mrs.SriPujiastutiDJPJOSUTARNO(LIPI応用物

理研究開発 センター初級研究員)(昭和63年 1

月 9日～4月8日) ｢セルローズアセテー トの

分析とその特性についての研究｣のため来所

題 南 爽氏 (韓国 ･嶺南大学校農畜産大学林学科)

(平成元年 1月27日)見学 および リグニンの徴
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生物分解,爆砕について質疑応答のため来所

Mr.NurbanaAchyaLATIEF(Agencyforthe

AssessmentandApplicationorTechnology

lndonesia)(平成元年 2月14日)研究交流促進

調査のため日本インドネシア科学技術フォーラ

ム畠山茂登男氏と共に来所

Dr.SallehB.Mohd.NoR.(マレイシア林業試験

場所長)(平成元年 2月17日)将来の研究者養

成に対する打診を兼ねて当研究所の研究活動,

特に リグニン化学部門,木材化学部門の研究状

況について視察 ･懇談のため来所

角田邦夫 :｢新しい木材保存薬剤の研究に関す る調

査及び資料収集｣(平成元年 3月 1日～ 14日)

オーストラリア,ニュージーランド

王 体 科氏 (中国 ･北京林業大学森林業系副教授)

(平成元年 3月6日)見学および高耐久性木材

開発部門においてゴム材の防バイを中心に討議

のため来所

九州芸術工科大学教授他 1名 (平成元年 3月7日)

施設見学のため来所

王 伝 椀氏 (中国 ･南京林業大学教授)(平成元年 3

月8日)木材お よび リグニンの腐朽 ･防腐機

構,爆砕などについて見学 ･討議のため来所

佐藤 憧:｢マレイシア材並びに廃材の特徴づけ と

効率的利用に関する研究打合せ及び資料調査｣

(平成元年 3月8日～21日)マレーシア

栃木県工業技術センター次長他2名 (平成元年 3月

9日)施設見学のため来所

吉野町林業研究グループ連絡協議会会長他40名 (辛

成元年 3月20日)施設見学のため来所

謝 益 民氏 (中国 ･西北軽工業学院)(平成元年3月

10日)見学および木材の化学 ･生化学について

研修のため来所

Dr.S.Y.NAN (アメリカ合衆国 ･フロリダ大学準

教授)(平成元年 3月13日)シロアリの生理活

性-質研究についての討議のため来所

Dr.Gerard FLEURY(フランス建築科学技術 セ

ンター軽量外装熱湿気伝導研究部部長),Dr.

DominiqueBEGUIN(同研究員),Dr･Thierry

DtJFORESTEL(同研究員)(平成元年 3月19日),

低比重パーティクルボードに関する討議,及び

研究施設見学のため来所

川井秀一 :｢木質及び木質系複合材料の開発に関す

る研究調査｣(平成元年 3月22日～ 6月19日)ア

メリカ合衆国,カナダ,.連合王国,フランス,

スイス, ドイツ連邦共和国,スウェ-デン,フ

ィンランド

Prof.ErieA.CoNN(アメリカ･カリフォルニア

大学デービス校生化学･生物理学教室教授)(辛

成元年4月11日) リグニンの生化学について討

議のため来所

大阪南青会グループ40名 (平成元年4月22日)施設

見学のため来所

Mr.SoehartonoSoEDARGO(インドネシア科学技

術協力国際協力課長) (平成元年 4月24日)施

設見学のため来所

Dr.RobertTEASEDArTE(オース トラリア国ボンド

大学教授)(平成元年4月27日～28日)施設見

学のため来所

金 亮 孝民地2名 (韓国 ･製紙研究所器興分室)(辛

成元年 4月25日) リグニンの微生物分解の紙パ

ルプへの応用について討議のため来所

Mr.NursjamsuBaharT.(インドネシアセル ロ

ース研究所)(平成元年 5月8日)リグニン化学

の研究と論文博士についての相談のため来所

梅津俊明 :｢林産系天然有機化合物 の化学的研究｣

(平成元年 5月10日～ 2年 5月9日)アメリカ

合衆国

樋 口隆昌 :｢第4回パルプ紙工業におけるバイオテ

クノロジー国際会議及び第5回国際木材 ･パル

ビング化学シンポジウム出席｣(平成元年 5月

15日～27日)アメリカ合衆国

越島哲夫 :｢第5回木材化学 ･パルプ化学国際シン

ポジウム及び木材 ･一年生草木 ･漂白工場廃液

に関する最近の分析 シンポジウム出席｣(平成

元年 5月18日～26日)アメリカ合衆国

高橋旨象 :｢第20回国際木材保存会議出席並びに新

規木材保存薬剤の開発に関す る資料収集｣(辛

成元年 5月18日～30日)連合王国,フィンラン

ド国, ドイツ連邦共和国

沈 樫氏他2名 (韓国林業研究院)(平成元年 6

月2日)施設見学のため来所
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Prof.JosefBAUCH(-ソブルグ大学木材生物学教

授)(平成元年6月8日)施設見学のため来所

Dr.W.ErnestHsu (Research Scientistor

ForintekCanadaCorp.)(平成元年6月5日)

｢木質ボードの製造と性質に関す る研究調査｣

のため来所

Prof.BorjeSTEENBERG (スウェーデ ン･マーカ

ス･ワレンブルグ財団理事,王立工学研究所名

誉教授)(平成元年6月19日)マ-カス･ワレ

ンブルグ賞の歴史的背景と現在についての説明

と,セルロースのコンフォメーションなどにつ

いての論議のため来所

Dr.RakeshMINOCHA(米国農務省東北林業試験

場)(平成元年 6月20日)木材生物部門 とリグ

ニン化学部門の見学および樹木生化学について

討議のため来所

Mrs.B.R.Barbara HISLOP (Board ofDire-

ctor,CanrorCorp.),Dr.SuezoneCHOW

(DirectororResearchand Development,

CanforCorp.)(平成元年6月26日)｢木質材

料に関する研究室資料調査と討議｣のため来所

ProfessorRoyF.PELLERIN (StructuralEngi一

meeringSection,CivilandEnvironmental

Engineering,WashingtonStateUniversity)

(平成元年 7月17日)｢木質材料の製造と性質に

関する研究討議｣のため来所
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